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変わりゆくフランクフルト・モータ

ーショー 

 自動車メーカーの出展が減少するモーターショー 

 ドイツのフランクフルトで 2年に 1度開催される世界最大級の

フランクフルト・モーターショー2019（IAA 2019）が 9月 10

日に開幕し 22日までおこなわれました。 

【フランクフルト・モーターショー2019 の様子】

 今回で 68回目となるフランクフルト・モーターショーですが、世

界の自動車メーカーがニューモデルやコンセプトカーを派手に展

示する従来のイメージとは異なるモーターショーとなりました。 

 まず、世界の自動車メーカーの出展自体が大きく減少しまし

た。アメリカのＧＭ、フランスのＰＳＡ（プジョー・シトロエン）、

イタリアのＦＣＡ（フィアット、クライスラー、アルファロメオ、マセラ

ティ、フェラーリ）などが出展を見送っています。トヨタ、日産、三

菱マツダ、スバル、スズキは軒並み出展せず、日系ではホンダの

みの出展となりました。 

地元ドイツの自動車メーカーも、ＢＭＷが出展スペースを 2

年前に比べ 3分の 1 に縮小、ダイムラーもディスプレイを簡素

化し、費用を大きく削減させたことが伺える展示でした。 

SNS（交流サイト）が普及し消費者の情報入手方法が多

様化、大規模なモーターショーに出展する費用対効果が見込

みにくく、メーカー各社は独自に試乗会やイベントを開催し消費

者に遡及する方法に転換してきています。 

 モーターショーで EV シフトが鮮明に 

 また、会場内では「エンジン音が聞こえなくなって寂しい」との声

も聞かれました。会場に展示されている車両はほとんどが EV、

当然ながらエンジン音はありません。 

【フォルクスワーゲンのコンパクト EV「ID.3」】

 

フォルクスワーゲン（ＶＷ）グループは最大の展示スペースを

確保し、注目のコンパクト EV「ID.3」を大々的に披露、ポルシ

ェも初のＥＶ「タイカン」が大きな注目を集めていました。 

【ホンダはコンパクト EV「Honda e」の量産モデルを発表】

 

  日系メーカー唯一の出展となったホンダは、コンパクト EV であ

る「Honda e」量産モデルを世界初公開しました。ホンダは 24

日、2021年までに主力市場の欧州でディーゼル車の販売から

撤退し、ハイブリッド車や EV などの電動車に経営資源を集中

すると発表しました。日欧の自動車メーカーは相次ぎ開発の中

止を表明し、脱ディーゼル化が加速しています。 



                                            ロンドン駐在員事務所 海外ビジネストピックス 

2019年 9月 25日 

  

Copyright (c) 2019 The Bank of Yokohama, Ltd. All rights reserved. 

 目を見張る勢いの中国新興メーカー 

 日欧米各国の自動車メーカーが出展を控える中、中国の紅

旗や BYTON などのメーカーの勢いは目を見張るものがありまし

た。フォルクスワーゲンがコンパクト EV「ID.3」を、ホンダが

「Honda e」を前面に押し出す中、重厚で威圧感のある大型

車を展示していたことには少々驚きましたが実はこの大型車も

EV でした。 

【2020年に発売予定という中国紅旗の EV「E115」】

   

 中国の勢いは自動車メーカーだけでなく、サプライヤーの出展

の多さにも現れていました。 

【中国のサプラーヤーも数多く出展】

 

 CASE ビジネスに異業種が続々参戦 

 もうひとつ特徴的だったのは、いわゆるＣＡＳＥ（コネクティビ

ティ、自動運転、シェアリング、電動化）関連の出展が非常に

目立ったことです。5G を活用したコネクテッドカーや自動運転市

場への参入を目指すボーダフォン・オートモーティブが初めて出展

したほか、マイクロソフトや IBM などのテクノロジー企業も多数出

展しました。 

【ボーダフォンはコネクテッドカーや自動運転への参入を目指す】

 

【マイクロソフトなどのテクノロジー企業も多数参加】

 

まさに 「100年に 1度の自動車産業大変革期」を実感するフラン

クフルト・モーターショー2019 でした。 
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